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第 12 回 創成シンポジウム 

「感染症研究の最前線－エボラ・結核を例に－」の開催（お知らせ） 
 

 

 

開催概要：  

2014 年，日本においても，デング熱やエボラ出血熱の感染者や感染疑いのある患者が現れ，感

染症に対する意識が高まりました。目に見えない感染症は，今や危機管理の中核に位置づけられ

るべき優先課題となってきています。 

そんな中，既存の分野の枠を超えた研究や，次世代の北海道大学を担う若手人材の育成等を推

進する北海道大学創成研究機構では，このたび，「感染症」をテーマにシンポジウムを開催する

こととなりました。 

NHK「プロフェッショナル」，日本テレビ「世界一受けたい授業」などにも出演した人獣共通感染症

リサーチセンターの高田礼人教授，同センターの鈴木定彦教授，工学研究院の矢久保考介教授が，そ

れぞれの立場で様々なウイルスや細菌が増殖・感染する仕組み，治療法の開発状況，基礎科学からみ

た感染経路，世界での様々な対応策などについてお話しします。 

 

日時：2015 年 2 月 24 日（火）17：30～20：00 

会場：北海道大学学術交流会館講堂（札幌市北区北 8西 5） 

参加費：無料（どなたでもご参加いただけます）  

 

プログラム： 

講演 1：「エボラウイルスに迫る」 

    高田礼人（北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター 国際疫学部門 教授） 

講演 2：「結核 今そこにある危機」 

    鈴木定彦（北海道大学人獣共通感染症リサーチセンター バイオリソース部門 教授） 

講演 3：「ネットワーク科学から見た感染症の流行と防疫」 

        矢久保考介（北海道大学大学院工学研究院 応用物理学部門 教授） 

パネルディスカッション：  

モデレーター 真砂徳子氏（フリーアナウンサー） 

パネリスト 上記講演者 3名 



イベント URL：http://www.cris.hokudai.ac.jp/cris/news/event/805.html 

主催：北海道大学創成研究機構（http://www.cris.hokudai.ac.jp/cris/） 

後援：札幌市，札幌市教育委員会，北海道新聞社 

 

※詳細については，添付資料をご覧ください。 

 

お問い合わせ先 

北海道大学創成研究機構 研究支援室 担当：柳谷 龍一（やなぎや りゅういち） 

〒001-0021 札幌市北区北 21条西 10 丁目  

TEL：011-706-9280  FAX：011-706-9275  E-mail：rso@cris.hokudai.ac.jp 

 






